
解 答
支点 右図宗 問１ 問２

２０ ①，③問３ 問４

１０×５÷２０＝２.５ ２.５問５ 式 答

① ①問６ ａ ｂ

②問７

２０ １８ しにくく就 問１ ア イ ウ

（１００＋２０）÷１.１２＝１０７ １０７問２ 式 答

２０÷（３０２－２００）×１００＝１９.６０… １９.６問３ 式 答

ろ過問４

２６０－（２００＋２０）＝４０…ビーカー中の水の重さ問５ 式

２０－３８× ＝４.８ ４.８答１００
４０

道路の雪や氷をとけやすくし，凍りにくくするため。問６

１×（５００÷１００）＝５ ０.６３×（３０÷５）＝３.７８ －３.７８問７ 式 答

ビニール袋にストローを差し入れ，呼気を吹き込む。州 問１

気体検知管の両端を折りとるために使い，折りとった部分の保管をする。問２

い Ｃ問３ 問４

光がまったく当たらない暗い場所問５

２０.２ ２.１３ １４ １６ １７ Ａ問６ ア イ ウ エ オ 問７

自然の環境では，空気中の二酸化炭素の濃度がかなり低いから。問８

三角州修 問１

小石，砂，泥などがほとんど混じっていない透明な水 ア，ウ，カ問２ 問３

上流からの距離が短く，流れが急に海に注ぐところ。問４

解 説
問１ ビーカーＡは，ビーカー２００ｇと水１００ｇで合計３００ｇでしたが，２８０ｇになり，２０ｇ水が減っ就

ています。ビーカーＢは，２００ｇと水１００ｇと食塩２０ｇで合計３２０ｇでしたが，３０２ｇになり，１８

ｇ水が減っています。したがって，食塩水の方が水が蒸発しにくいことがわかります。

問２ ビーカーＢの食塩水の重さは１２０ｇ（１００＋２０）なので，体積は１０７ （１２０÷１.１２）とな安

ります。

問３ 食塩の結晶ができていないことから，２０ｇの食塩がすべてとけていることになります。したがって，この

ときの食塩水の濃度は，１９.６％（２０÷１０２×１００）です。

問５ さらに放置した後のビーカーＢの中身は合計６０ｇ（２６０－２００）で，それぞれ水４０ｇ（１００－

６０）と食塩２０ ）なので，集めｇが残っています。水にとけている食塩の重さは，１５.２ｇ（３８×
１００
４０

た食塩の結晶の重さは４.８ｇ（２０－１５.２）となります。

問７ 水１００ｇに食塩１ｇとかすごとに凝固点が０.６３℃ずつ下がることから，水５００ｇに食塩５ｇ（１×

(５００÷１００)）とかすごとに凝固点が０.６３℃ずつ下がることになります。したがって，凝固点は３.７８

℃（０.６３×（３０÷５）下がります。

問６ イ 実験１から，２時間で二酸化炭素は１.９％（４.４－２.５）減っているようにみえますが，実際には州

呼吸によって出された二酸化炭素も光合成に使われています。実験２から，呼吸によって出された二酸化炭素は

０.２３％（０.２８－０.０５）なので，光合成のために取り込んだ二酸化炭素の量は，２.１３％（１.９＋

０.２３）となります。

問７ 実験１は光合成と呼吸による酸素と二酸化炭素の濃度の変化，実験２は呼吸のみによる酸素と二酸化炭素の

濃度の変化，実験３は二酸化炭素の濃度と１時間あたりに取りこんだ二酸化炭素の関係，実験４は光の強さと二

酸化炭素の濃度の変化を調べています。したがって，実験３の結果からＡがわります。実験４の結果では，強さ

を変えている間に二酸化炭素の濃度も変わっているため，Ｂ－１の光の強さと光合成のはたらきに関係があるか

どうかはわかりません。
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